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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中間転写体上または搬送される記録材上に画像を形成する、各色に対応した複数の画像
形成手段をタンデム方式にて備えたカラー画像形成装置であって、
　前記中間転写体上、前記記録材上、もしくは前記記録材を搬送する搬送体上に位置ずれ
検出パターンを前記複数の画像形成手段により形成させる制御手段と、
　前記形成された位置ずれ検出パターンを検出する、前記中間転写体の移動方向、前記記
録材の搬送方向、もしくは前記搬送体の移動方向と垂直な方向に並べて配置された第一お
よび第二の検出手段と、
　前記第一および第二の検出手段による前記位置ずれ検出パターンの検出結果から位置ず
れ値を算出する算出手段と、
　前記算出された位置ずれ値を用いて前記複数の画像形成手段による画像形成の条件を補
正する補正手段と、
を有し、
　前記位置ずれ検出パターンは、
　　前記第一の検出手段で検出する線状の第一の基準マークおよび第一の検出マークと、
　　前記第二の検出手段で検出する線状の第二の基準マークおよび第二の検出マークと、
を含み、
　前記第一および第二の基準マークは、前記中間転写体の移動方向、前記記録材の搬送方
向、もしくは前記搬送体の移動方向となす角度が９０°であり、
　前記第二の検出マークは、前記中間転写体の移動方向、前記記録材の搬送方向、もしく
は前記搬送体の移動方向となす角度の大きさが前記第一の基準マークより小さく、
　前記第一の検出マークは、前記中間転写体の移動方向、前記記録材の搬送方向、もしく
は前記搬送体の移動方向となす角度の大きさが前記第二の基準マークより小さく、
　前記第一の基準マークと前記第二の検出マークは前記中間転写体上、前記記録材上、も
しくは搬送体上において位置ずれがない場合に、前記第一の検出手段で前記第一の基準マ
ークを検出するタイミングと、前記第二の検出手段で前記第二の検出マークを検出するタ
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イミングとが同時となるように配置され、
　前記第二の基準マークと前記第一の検出マークは前記中間転写体上、前記記録材上、も
しくは搬送体上において位置ずれがない場合に、前記第一の検出手段で前記第一の検出マ
ークを検出するタイミングと、前記第二の検出手段で前記第二の基準マークを検出するタ
イミングとが同時となるように配置されることを特徴とするカラー画像形成装置。
【請求項２】
　前記位置ずれ値は、書き出し位置の位置ずれ値を示す書き出し位置ずれ値と、前記中間
転写体の移動方向に垂直な方向、前記記録材の搬送方向に垂直な方向、もしくは前記搬送
体の移動方向に垂直な方向において出力倍率のずれ値を示す全体倍率ずれ値とを含み、
　前記算出手段は、前記第一の基準マークおよび前記第二の検出マークの検出タイミング
の差と、前記第二の基準マークおよび前記第一の検出マークの検出タイミングの差との平
均値から前記書き出し位置ずれ値を算出し、
　前記算出手段は、前記第一の基準マークおよび前記第二の検出マークの検出タイミング
の差と、前記第二の基準マークおよび前記第二の検出マークの検出タイミングの差との差
分から前記全体倍率ずれ値を算出することを特徴とする請求項１に記載のカラー画像形成
装置。
【請求項３】
　前記算出手段は、
　前記第一の検出マークが前記中間転写体の移動方向、前記記録材の搬送方向、もしくは
前記搬送体の移動方向に垂直な方向となす角をθ１とし、
　前記第二の検出マークが前記中間転写体の移動方向、前記記録材の搬送方向、もしくは
前記搬送体の移動方向に垂直な方向となす角をθ２とし、
　前記第一の基準マークおよび前記第二の検出マークそれぞれを検出したタイミングの差
を算出する場合、ｃｏｔ（９０°－θ２）を係数として当該差に掛けあわせ、
　前記第二の基準マークおよび前記第一の検出マークそれぞれを検出したタイミングの差
を算出する場合、ｃｏｔ（９０°－θ１）を係数として当該差に掛けあわせる
ことを特徴とする請求項１または２に記載のカラー画像形成装置。
【請求項４】
　前記算出手段は、
　前記第一の検出手段が前記第一の基準マークを検出したタイミングと前記第二の検出手
段が前記第二の検出マークを検出したタイミングとの差異、および、前記第一の検出手段
が前記第一の検出マークを検出したタイミングと前記第二の検出手段が前記第二の基準マ
ークを検出したタイミングとの差異に基づいて、前記中間転写体の移動方向、前記記録材
の搬送方向、もしくは前記搬送体の移動方向に対する傾きとして傾きずれ値を算出し、
　前記傾きずれ値を応じて前記位置ずれ値を補正することを特徴とする請求項１乃至３の
いずれか一項に記載のカラー画像形成装置。
【請求項５】
　前記算出手段は、前記第一の検出マークが前記中間転写体の移動方向、前記記録材の搬
送方向、もしくは前記搬送体の移動方向となす角度と、前記第二の検出マークが前記中間
転写体の移動方向、前記記録材の搬送方向、もしくは前記搬送体の移動方向となす角度と
が同符号の場合、前記傾きずれ値に応じて前記位置ずれ値のうちの全体倍率ずれ値を補正
することを特徴とする請求項４に記載のカラー画像形成装置。
【請求項６】
　前記算出手段は、前記第一の検出マークが前記中間転写体の移動方向、前記記録材の搬
送方向、もしくは前記搬送体の移動方向となす角度と、前記第二の検出マークが前記中間
転写体の移動方向、前記記録材の搬送方向、もしくは前記搬送体の移動方向となす角度と
が異符号の場合、前記傾きずれ値に応じて前記位置ずれ値のうちの書出し位置ずれ値を補
正することを特徴とする請求項４に記載のカラー画像形成装置。
【請求項７】
　前記第一の検出マークが前記中間転写体の移動方向、前記記録材の搬送方向、もしくは
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前記搬送体の移動方向となす角度は４５°であり、
　前記第二の検出マークが前記中間転写体の移動方向、前記記録材の搬送方向、もしくは
前記搬送体の移動方向となす角度は４５°である
ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか一項に記載のカラー画像形成装置。
【請求項８】
　中間転写体上または搬送される記録材上に画像を形成する、各色に対応した複数の画像
形成手段をタンデム方式にて備えたカラー画像形成装置であって、
　前記中間転写体上、前記記録材上、もしくは前記記録材を搬送する搬送体上に位置ずれ
検出パターンを前記複数の画像形成装置により形成させる制御手段と、
　前記中間転写体上、前記記録材上、もしくは前記搬送体上に形成された位置ずれ検出パ
ターンを検出する、前記中間転写体の移動方向、前記記録材の搬送方向、もしくは前記搬
送体の移動方向と垂直な方向に並べて配置された第一および第二の検出手段と、
　前記第一および第二の検出手段による前記位置ずれ検出パターンの検出結果から位置ず
れ値を算出する算出手段と、
　前記算出された位置ずれ値から前記複数の画像形成手段による画像形成の条件を補正す
る補正手段と、
を有し、
　前記位置ずれ検出パターンは、
　　前記第一の検出手段で検出する線状の、第一の基準マーク、第一の検出マーク、およ
び第三の基準マークと、
　　前記第二の検出手段で検出する線状の、第二の基準マーク、第二の検出マーク、およ
び第三の検出マークと、を含み、
　前記第一、第二、および第三の基準マークは、前記中間転写体の移動方向、前記記録材
の搬送方向、もしくは前記搬送体の移動方向となす角度が９０°であり、
　前記第二の検出マークは、前記中間転写体の移動方向、前記記録材の搬送方向、もしく
は前記搬送体の移動方向となす角度の大きさが前記第一の基準マークより小さく、
　前記第一の検出マークは、前記中間転写体の移動方向、前記記録材の搬送方向、もしく
は前記搬送体の移動方向となす角度の大きさが前記第二の基準マークより小さく、
　前記第三の検出マークは、前記中間転写体の移動方向、前記記録材の搬送方向、もしく
は前記搬送体の移動方向となす角度が前記第二の検出マークが前記中間転写体の搬送方向
、前記記録材の搬送方向、もしくは前記搬送体の移動方向となす角度の異符号であり、
　前記第一の基準マークと前記第二の検出マークは前記中間転写体上、前記記録材上、も
しくは前記搬送体上において位置ずれがない場合に、前記第一の検出手段で前記第一の基
準マークを検出するタイミングと、前記第二の検出手段で前記第二の検出マークを検出す
るタイミングとが同時となるように配置され、
　前記第二の基準マークと前記第一の検出マークは前記中間転写体上、前記記録材上、も
しくは前記搬送体上において位置ずれがない場合に、前記第一の検出手段で前記第一の検
出マークを検出するタイミングと、前記第二の検出手段で前記第二の基準マークを検出す
るタイミングとが同時となるように配置され、
　前記第三の基準マークと前記第三の検出マークは前記中間転写体上、前記記録材上、も
しくは前記搬送体上において位置ずれがない場合に、前記第一の検出手段で前記第三の基
準マークを検出するタイミングと、前記第二の検出手段で前記第三の検出マークを検出す
るタイミングとが同時となるように配置されることを特徴とするカラー画像形成装置。
【請求項９】
　前記位置ずれ値は、書き出し位置の位置ずれ値を示す書き出し位置ずれ値と、前記中間
転写体の移動方向、前記記録材の搬送方向、もしくは前記搬送体の移動方向に垂直な方向
において出力倍率のずれ値を示す全体倍率ずれ値とを含み、
　前記算出手段は、前記第一の基準マークおよび前記第二の検出マークの検出タイミング
の差と、前記第二の基準マークおよび前記第一の検出マークの検出タイミングの差との平
均値から、前記書き出し位置ずれ値を算出し、
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　前記算出手段は、前記第三の基準マークおよび前記第三の検出マークの検出タイミング
の差異の意符号の値と、前記第二の基準マークおよび前記第一の検出マークの検出タイミ
ングの差との値の差分から、前記全体倍率ずれ値を算出することを特徴とする請求項８に
記載のカラー画像形成装置。
【請求項１０】
　位置ずれ検出パターンを形成する画像形成手段と、
　前記位置ずれ検出パターンが転写される転写体と、
　前記転写体の移動方向と垂直な方向に並べて配置された第一および第二の検出手段と、
　前記位置ずれ検出パターンの検出結果に基づいて、前記画像形成手段による画像形成の
条件を制御する制御手段と
を備え、
　前記位置ずれ検出パターンは、前記第一の検出手段で検出する線形の第一の基準マーク
および第一の検出マークと、前記第二の検出手段で検出する線形の第二の基準マークおよ
び第二の検出マークとを含み、
　前記第一の基準マーク、前記第二の基準マーク、前記第一の検出マーク、および前記第
二の検出マークは、同じ色のトナーにて形成され、主走査方向に対する位置ずれを検知す
るためのマークであり、
　前記第一の検出手段は、前記第一の基準マークを検出し、その後、前記第一の基準マー
クに続く前記第一の検出マークを検出し、前記第二の検出手段は、前記第二の検出マーク
を検出し、その後、前記第二の検出マークに続く前記第二の基準マークを検出することを
特徴とするカラー画像形成装置。
【請求項１１】
　前記第一の基準マークおよび前記第二の検出マークは、前記転写体上に位置ずれがない
場合に、前記第一の検出手段による前記第一の基準マークの検出タイミングと、前記第二
の検出手段による前記第二の検出マークの検出タイミングとが同時となるように配置され
、
　前記転写体上に位置ずれがない場合に、前記第二の基準マークおよび前記第一の検出マ
ークは、前記第一の検出手段による前記第一の検出マークの検出タイミングと、前記第二
の検出手段による前記第二の基準マークの検出タイミングとが同時となるように配置され
ることを特徴とする請求項１０に記載のカラー画像形成装置。
【請求項１２】
　前記転写体の移動方向に垂直な方向において位置ずれがある場合、前記第一および第二
の検出手段による前記第一および第二の検出マークの検出タイミングは、位置ずれがない
場合の検出タイミングと異なり、前記第一および第二の検出手段による前記第一および第
二の基準マークの検出タイミングは、位置ずれがない場合の検出タイミングと同じである
ことを特徴とする請求項１０に記載のカラー画像形成装置。
【請求項１３】
　前記位置ずれ検出パターンは更に、前記第一の検出手段で検出する線形の第三の基準マ
ークと、前記第二の検出手段で検出する線形の第四の基準マークを含み、
　前記第一の検出手段は、前記第一の検出マークを検出し、その後、前記第三の基準マー
クを検出し、前記第二の検出手段は、前記第二の検出マークを検出し、その後、前記第四
の基準マークを検出することを特徴とする請求項１０乃至１２のいずれか一項に記載のカ
ラー画像形成装置。
【請求項１４】
　前記第三および第四の基準マークは、前記第一の検出手段による前記第三の基準マーク
の検出タイミングと、前記第二の検出手段による前記第四の基準マークの検出タイミング
とが同時になるように配置されることを特徴とする請求項１３に記載のカラー画像形成装
置。
【請求項１５】
　前記位置ずれ検出パターンは更に、前記第一の検出手段で検出する線形の第三の基準マ
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ークと、前記第二の検出手段で検出する線形の第三の検出マークとを含み、
　前記第一の検出手段は、前記第一の検出マークを検出し、その後、前記第三の基準マー
クを検出し、前記第二の検出手段は、前記第二の検出マークを検出し、その後、前記第三
の検出マークを検出することを特徴とする請求項１０乃至１２のいずれか一項に記載のカ
ラー画像形成装置。
【請求項１６】
　前記第三の基準マークおよび前記第三の検出マークは、前記転写体上に位置ずれがない
場合、前記第一の検出手段による前記第三の基準マークの検出タイミングと、前記第二の
検出手段による前記第三の検出マークの検出タイミングとが同時になるように配置される
ことを特徴とする請求項１５に記載のカラー画像形成装置。
【請求項１７】
　位置ずれ検出パターンを形成する画像形成手段と、
　前記位置ずれ検出パターンが転写される転写体と、
　前記位置ずれ検出パターンを検出する検出部と、
　前記位置ずれ検出パターンの検出結果に基づいて、前記画像形成手段による画像形成の
条件を制御する制御手段と
を備え、
　前記位置ずれ検出パターンは、線形の基準マークおよび検出マークを含み、
　前記基準マークおよび前記検出マークは、同じ色のトナーで形成され、主走査方向に対
する位置ずれを検出するためのマークであり、
　少なくとも前記基準マークおよび前記検出マークそれぞれの一部は、前記転写体の移動
方向に垂直な方向において同じ位置に形成されることを特徴とするカラー画像形成装置。
【請求項１８】
　前記検出部は、前記位置ずれ検出パターンを検出する第一および第二の検出手段を含み
、
　前記位置ずれ検出パターンは、線形の前記基準マークおよび前記検出マークとして、前
記第一の検出手段で検出する線形の第一の基準マークおよび第一の検出マークと、前記第
二の検出手段で検出する線形の第二の基準マークおよび第二の検出マークとを含み、
　前記第一の基準マーク、前記第二の基準マーク、前記第一の検出マーク、および、前記
第二の検出マークは、同じ色のトナーにて形成され、
　前記転写体の移動方向に垂直な方向において、少なくとも前記第一の基準マークおよび
前記第二の検出マークそれぞれの一部は同じ位置に形成され、少なくとも前記第一の検出
マークおよび前記第二の基準マークそれぞれの一部は同じ位置に形成されることを特徴と
する請求項１７に記載のカラー画像形成装置。
【請求項１９】
　前記第一の基準マークおよび前記第二の検出マークは、前記転写体上において位置ずれ
がない場合に、前記第一の検出手段による前記第一の基準マークの検出タイミングと、前
記第二の検出手段による前記第二の検出マークの検出タイミングとが同時となるように配
置され、
　前記第二の基準マークおよび前記第一の検出マークは、前記転写体上において位置ずれ
がない場合に、前記第一の検出手段による前記第一の検出マークの検出タイミングと、前
記第二の検出手段による前記第二の基準マークの検出タイミングとが同時となるように配
置されることを特徴とする請求項１８に記載のカラー画像形成装置。
【請求項２０】
　前記転写体の移動方向と垂直な方向において位置ずれがある場合、前記第一および第二
の検出手段による前記第一および第二の検出マークの検出タイミングは、位置ずれがない
場合の検知タイミングとは異なり、前記第一および第二の検出手段による前記第一および
第二の基準マークの検出タイミングは、位置ずれがない場合の検出タイミングと同じであ
ることを特徴とする請求項１８に記載のカラー画像形成装置。
【請求項２１】
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　前記位置ずれ検出パターンは更に、前記第一の検出手段で検出する線形の第三の基準マ
ークと、前記第二の検出手段で検出する線形の第四の基準マークを含み、
　少なくとも前記第三および第四の基準マークそれぞれの一部は、前記転写体の移動方向
に垂直な方向において同じ位置に形成されることを特徴とする請求項１８に記載のカラー
画像形成装置。
【請求項２２】
　前記第三のおよび第四の基準マークは、前記第一の検出手段による前記第三の基準マー
クの検出タイミングと、前記第二の検出手段による前記第四の基準マークの検出タイミン
グとが同時となるように配置されることを特徴とする請求項２１に記載のカラー画像形成
装置。
【請求項２３】
　前記位置ずれ検出パターンは更に、前記第一の検出手段で検出する線形の第三の基準マ
ークと、前記第二の検出手段で検出する線形の第三の検出マークとを含み、
　少なくとも前記第三の基準マークおよび前記第三の検出マークそれぞれの一部は、前記
転写体の移動方向に垂直な方向において同じ位置に形成されることを特徴とする請求項１
８に記載のカラー画像形成装置。
【請求項２４】
　前記第三の基準マークおよび前記第三の検出マークは、前記転写体上に位置ずれがない
場合に、前記第一の検出手段による前記第三の基準マークの検出タイミングと、前記第二
の検出手段による前記第三の検出マークの検出タイミングとが同時となるように配置され
ることを特徴とする請求項２３に記載のカラー画像形成装置。
【請求項２５】
　前記基準マークと前記転写体の移動方向とがなす角は、前記検出マークと前記転写体の
移動方向とがなす角とは異なることを特徴とする請求項１７に記載のカラー画像形成装置
。
【請求項２６】
　位置ずれ検出パターンを形成する画像形成手段と、
　前記位置ずれ検出パターンが転写される転写体と、
　前記位置ずれ検出パターンを検出する検出部と、
　前記位置ずれ検出パターンの検出結果に基づいて、前記画像形成手段による画像形成の
条件を制御する制御手段と
を備え、
　前記制御手段は、副走査方向に位置ずれ値を検出する場合には前記副走査方向に対する
位置ずれ検出パターンを前記画像形成手段により形成させ、
　前記制御手段は、主走査方向に位置ずれ値を検出する場合には前記主走査方向に対する
位置ずれ検出パターンを前記画像形成手段により形成させ、
　前記主走査方向に対する位置ずれパターンは、前記副走査方向に対する位置ずれ検出パ
ターンの形成が開始された後に、前記転写体が１回転以上回転された後に形成され、また
は、前記副走査方向に対する位置ずれパターンは、前記主走査方向に対する位置ずれ検出
パターンの形成が開始された後に、前記転写体が１回転以上回転された後に形成されるこ
とを特徴とするカラー画像形成装置。
【請求項２７】
　前記副走査方向に対する位置ずれ検出パターンは、前記転写体の移動方向に垂直な方向
において形成される線形のマークを含み、
　前記主走査方向に対する位置ずれ検出パターンは、前記転写体の移動方向に垂直な方向
において形成される線形の基準マークおよび前記基準マークの方向とは異なる方向におい
て形成される線形の検出マークを含むことを特徴とする請求項２６に記載のカラー画像形
成装置。
【請求項２８】
　前記検出部は、前記転写体の移動方向に垂直な方向に配置された第一および第二の検出
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手段を含み、
　前記位置ずれ検出パターンは、前記第一の検出手段で検出する第一の基準マークおよび
第一の検出マークと、前記第二の検出手段で検出する第二の基準マークおよび第二の検出
マークとを含み、
　前記転写体の移動方向に垂直な方向において、少なくとも前記第一の基準マークおよび
前記第二の検出マークそれぞれの一部は同じ位置に形成され、少なくとも前記第一の検出
マークおよび前記第二の基準マークそれぞれの一部は同じ位置に形成されることを特徴と
する請求項２６に記載のカラー画像形成装置。
【請求項２９】
　前記検出部は、前記転写体の移動方向に垂直な方向に位置する第一および第二の検出手
段を含み、
　前記位置ずれ検出パターンは、前記第一の検出手段で検出する第一の基準マークおよび
第一の検出マークと、前記第二の検出手段で検出する第二の基準マークおよび第二の検出
マークとを含み、
　前記第一の基準マークおよび前記第二の検出マークは、前記転写体上において位置ずれ
がない場合、前記第一の検出手段による前記第一の基準マークの検出タイミングと、前記
第二の検出手段による前記第二の検出マークの検出タイミングとが同時となるように配置
され、
　前記第二の基準マークおよび前記第一の検出マークは、前記転写体上において位置ずれ
がない場合、前記第一の検出手段による前記第一の検出マークの検出タイミングと、前記
第二の検出手段による前記第二の基準マークの検出タイミングとが同時となるように配置
されることを特徴とする請求項２６に記載のカラー画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記問題を解決するために本発明のカラー画像形成装置は以下の構成を有する。すなわ
ち、カラー画像形成装置であって、中間転写体上または搬送される記録材上に画像を形成
する、各色に対応した複数の画像形成手段をタンデム方式にて備えたカラー画像形成装置
であって、前記中間転写体上、前記記録材上、もしくは前記記録材を搬送する搬送体上に
位置ずれ検出パターンを前記複数の画像形成手段により形成させる制御手段と、前記形成
された位置ずれ検出パターンを検出する、前記中間転写体の移動方向、前記記録材の搬送
方向、もしくは前記搬送体の移動方向と垂直な方向に並べて配置された第一および第二の
検出手段と、前記第一および第二の検出手段による前記位置ずれ検出パターンの検出結果
から位置ずれ値を算出する算出手段と、前記算出された位置ずれ値を用いて前記複数の画
像形成手段による画像形成の条件を補正する補正手段と、を有し、前記位置ずれ検出パタ
ーンは、前記第一の検出手段で検出する線状の第一の基準マークおよび第一の検出マーク
と、前記第二の検出手段で検出する線状の第二の基準マークおよび第二の検出マークと、
を含み、前記第一および第二の基準マークは、前記中間転写体の移動方向、前記記録材の
搬送方向、もしくは前記搬送体の移動方向となす角度が９０°であり、前記第二の検出マ
ークは、前記中間転写体の移動方向、前記記録材の搬送方向、もしくは前記搬送体の移動
方向となす角度の大きさが前記第一の基準マークより小さく、前記第一の検出マークは、
前記中間転写体の移動方向、前記記録材の搬送方向、もしくは前記搬送体の移動方向とな
す角度の大きさが前記第二の基準マークより小さく、前記第一の基準マークと前記第二の
検出マークは前記中間転写体上、前記記録材上、もしくは搬送体上において位置ずれがな
い場合に、前記第一の検出手段で前記第一の基準マークを検出するタイミングと、前記第
二の検出手段で前記第二の検出マークを検出するタイミングとが同時となるように配置さ
れ、前記第二の基準マークと前記第一の検出マークは前記中間転写体上、前記記録材上、
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もしくは搬送体上において位置ずれがない場合に、前記第一の検出手段で前記第一の検出
マークを検出するタイミングと、前記第二の検出手段で前記第二の基準マークを検出する
タイミングとが同時となるように配置される。
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